
～きびしく 高く 美しく～ 

島根県立安来高等学校 全日制 普通科 

「３つの方針」 
目指す（期待される）学校像 

120 年の歴史と伝統の上に、地域の期待を担う安来市唯一の普通科高校として 
・生まれ育った地域にある高校で、多様な進路実現を可能にする学校 
・学習と部活動や生徒会活動など諸活動で得た達成感・充実感が反映され互いに相乗効果を持っ

て質の高い文武両立を目指す学校 
・地域と連携した活動を取り入れ、地域に愛される学校 

 
育てたい生徒像 生徒育成方針（グラデュエーション・ポリシー） 

教育目標「きびしく 高く 美しく」のもと 
きびしく自らを律し 目標と信念を高く持ち 美しく豊かに生きる 

時代の青年の育成を目指す 
１ きびしく 〜 態 度 〜 自分と向き合う力 

よりよい（地域）社会の創り手として、自分自身を律し責任ある行動がとれる生徒 
２ 高 く  〜 スキル 〜 課題と向き合う力  

新たな価値の創造のために高い理想を持ちその実現に向けて行動し学び（探究）し続けるこ
とのできる生徒 

３ 美しく  〜 価 値 〜 他者と向き合う力  
地域への愛着を基盤に多様な価値観を認め合う共生社会を生き抜くことができる生徒 

 
生徒をどう育てるか 教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

全ての教育活動を通じて以下の実践を図る 
・確かな基礎学力を培い、主体的な学習者を育てる授業・行事の実践 
・生涯を見通したキャリアデザイン力を育み、レジリエンスを醸成する活動の実践  

  ＊しなやかな強さ・復元力 
・地域や社会での活動等を通して、他者尊重・自己肯定感・有用感の醸成を図る活動の実践 

 
どんな生徒を待っているか 生徒募集方針（アドミッション・ポリシー） 

「きびしく・高く・美しく」を追求できる生徒 
・自ら学ぶ意欲と姿勢を持ち努力し続けることができる生徒 
・学業と諸活動に積極的に取り組み文武両立を目指そうとする生徒 
・他者と協調して豊かな情操を身につけようとする生徒 

 

 Founded in 1901 
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令和８年度 松江東高等学校スクールポリシー 
 
１ 育てたい生徒像（グラデュエーション・ポリシ－） 
  ・大きな志を持ち、自分らしいライフデザインの実現を目指す生徒 
   ・持続可能な社会を創造する「地域共創人」 
 
※持続可能な社会の創造をめざし、地域のために行動・実践し、地域と共に未来を描くことを通して、地域貢献意 

欲を高め、確かな学力のもと、志をもって自分の未来を描き、切り拓きながら未来に向かって挑戦していく生徒 

 
２ 東高生が身につける力を育てる学び（カリキュラムポリシー） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学びの土壌となる教育環境を提供するとともに、自立と自己実現を達成するための確かな 

学力を育成します。 

学力＝「学んだ力」＋「学ぶ力」＋「学ぼうとする力」 
＜学びの土壌となる教育環境とは＞ 

・活躍の場がある環境  ・居場所がある環境    ・安心・安全な学びの環境 
＜確かな学力を育成するために＞ 

・授業の質の充実    ・家庭学習の充実     ・探究学習の充実 
 
３ 求める生徒像（アドミッション・ポリシー） 
  自分の持つ可能性を信じ、様々な活動に意欲的に挑戦できる生徒 

 

人とつながって生き

る力を育てる学び

自己の未来を切り拓い

ていく力を育てる学び

地域社会の「今」と「未来」

に関わる力を育てる学び

〜さまざまな人と協働
する基礎力を育てる〜
多様な人とつながる力
を育てる教育活動
＜自他の大切さ
を認めあう＞
○すべての教育活動を通
じて、生徒の人権感覚を
高め,自他の大切さが認め
られている環境づくりを
進める
＜互いに支え合
い、高め合う＞
○日々の授業や部活動、
生徒会活動や校外活動等
を通じて、互いに認め合
い、高め合う集団づくり
の取組を進める

〜学びへの挑戦を支える〜
生徒一人ひとりの学びへの
好奇心とチャレンジ精神を
引き出す授業づくり
＜楽しみながら学ぶ＞
○基礎的・基本的な知識の確
実な習得を促す
○島根大学と連携した授業プ
ログラムなど、生徒自身が意
欲を高め、主体的に学びに挑
戦する授業を展開する
＜深く学ぶ＞
○教科における、生徒の
「なぜ」「どうして」
を大切にした学びを通
して、深く考える力を伸ばす

〜「未来」につながる
「出会い」を創る〜

生徒の人生の「ロールモデ
ル」としての魅力ある「大
人」との出会いの創出
＜自分の今と将来を考える＞
○様々な大人との出会いを
通して、自分の生き方やあ
り方を考える場をつくる
＜地域の今と将来を
考える＞
○島根大学、地域の企業・
団体と 連携 した 魅力ある
地域探究プログラムで、よ
りよい地域の創造しようと
する意欲を育み、「実践
力」をのばす

自立への道程
小さな挑戦､小さな気遣い､大きな志



 
     

   
 

 
 

     
   
 

 
 

    
      
      

 
 

  
 

 
  
  

 
  
 

 
    

 
 
 

  
    

 
 

 
  
    

 
    

 
  
    
    
    



    

 
 

  

 

 
 

                      
                 

                 
         

   
                

              
               

   

  

 

 

 

 

 

 
 

  

 
 

 
 

 

   
  





 

❀松江農林高校 スクールポリシー❀ 

アドミッション・ポリシー（求める生徒像） 

  〇自ら学ぶ意欲を持った生徒 

  〇社会に目を向けることができる生徒 

  〇人との関わりを大切にする生徒 

  

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施に関する方針） 

〇新しい時代の農業に関する専門的・実践的教育 

〇幅広い知識・技能をもつ地域を担う人材の育成 

  〇生徒の興味・関心に応じた幅広い領域の学び 

 

グラデュエーション・ポリシー（育てる生徒像） 

〇他者への思いやりをさりげなくできる生徒 

〇社会で通用するマナーを身に着けた生徒 

  〇自分を生かした社会貢献のできる生徒 

 

                 【質実・剛健】（心身の健康） 

                    飾り気のない逞しい心と身体 

                 【自主・創造】（学び続ける力） 

                    主体的にモノを創り上げる力 

    【奉仕・協同】（思いやり） 

                    他者と協力して社会貢献する力 
 

質実・剛健 

自主・創造 奉仕・協同 
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島根県立矢上高等学校 令和８年度 スクールポリシー 

 

1. 入学時に求める姿 

〔アドミッション・ポリシー〕 

〇中学校段階までの基礎学力を身に付けている生徒 

〇学習や特別活動・課外活動に目的意識を持って意欲的に取り組もうとする生徒 

〇思いやりを持ち、様々な立場の人と協働しようとする生徒 

〇農業や工業に興味・関心がある生徒（産業技術科） 

2. 本校での学び 

〔カリキュラム・ポリシー〕 

〇普通科２コース（探究・総合）、産業技術科３コース（植物・動物・工業）のコ

ース制による進路希望や興味・関心に応じた学び 

〇小規模校のメリットを活かした習熟度別授業・少人数指導による生徒の学力や

到達度に応じた学び 

〇普通科「探究活動」と産業技術科「課題研究」の融合等による学科の枠を超えた

学び 

〇地域住民・地元企業との密接な連携による探究的・協働的な学び 

〇ＩＣＴを活用した学び 

 
3. 卒業時にめざす姿 

〔グラデュエーション・ポリシー〕 

  〇多様な分野でチャレンジすることができる確かな知識・技能を身に付けた人 

  〇地域社会の様々な課題に主体的に向き合い、地域の発展に寄与することが 

   できる人 

  〇思いやりの気持ちや協働する姿勢を身に付け、他者や社会との共生ができる人 

  〇本校で身に付けた技術をもとに、情報社会に対応できる人 



                            

  
 
 

 

 
 

 
 

  
 

 
 

  
             
                 
                      

               
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 



  
 

    

 
 

 

 
  
  
  
  

 
 

 

 
 

  
     
     

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 



令和８年度島根県立浜田高等学校［全日制課程］スクールポリシー 

 

○アドミッション・ポリシー（本校に入学を希望する生徒に求めるもの） 

   中学校において基礎学力を身につけ、勉学への強い関心と意欲を持っている生徒 

   自己実現に向けて誠実な努力ができ、本校の様々な活動に主体的に参加できる生徒 

 

○カリキュラム・ポリシー（本校入学後に学んでいく内容） 

   共通内容 ＩＣＴを活用した文理横断的な学びと、先端技術を活用した新しい価値の創造 

 生徒会活動・学校行事・部活動等多様な場面での他者との協働 

  普通科  文系・理系の基盤となる学力 

        地域についての課題解決学習 

   理数科  理数系に重点を置いた学力 

        課題研究や首都圏研修等の多様な学習 

 

○グラデュエーション・ポリシー（本校卒業時に身につけてほしい力） 

   確かな学力【知性】 

    大学・社会でも学びを継続できる幅広い教養 

   ＤＡＶiＮＣｈ Ｇｓ（ダヴィンチ・ゴールズ）【人間性】【心と体】 

     Diversity（多様性） 多様な価値観・個性を尊重できる感性 

     Accord  （主体性） 自ら進んで取り組む力 of one’s own accord（自発的） 

    Vision   （先見性） 広い知識と視野を持ち、自己を見つめ、将来を見通す力 

    Network （協働性） つながりを大切にし、他者と協働する力 

     Challenge （挑戦） 失敗を恐れず、積極的に行動する力 



令和８年度島根県立浜田高等学校［定時制・通信制課程］スクールポリシー 

 

◎ アドミッション・ポリシー（本校に入学を希望する生徒に求めるもの） 

〇 多様な価値観や自他の人格を尊重できる生徒         

〇 高校生活で必要な生活習慣や態度が身についている生徒【定時制】 

〇 生活習慣を整え、学校や社会のルールを守ることができる生徒【通信制】 

〇 自己を見つめ、自己と社会の将来を考え努力しようとする生徒 

〇 地域社会で貢献するための基本的な知識や技能の修得をめざし、前向きに学習に取り組 

む生徒 

〇 他者とのつながりを大切にできる生徒 

 

◎ カリキュラム・ポリシー（本校に入学後に学んでいく内容） 

【定時制】自分の学びと生活との両立が実現できるカリキュラム 

〇 生活と両立しながらの学習：二部制 

・昼間部、夜間部のいずれかに所属 

・定通併修や他部履修も可能（条件）  

〇 協働を通して将来を切り拓く学習 

・生活体験発表・生徒会活動 

・グループ研修・ボランティア活動 

・インターンシップ・社会人基礎力講座等 

【通信制】自分のペースで学ぶことができるカリキュラム 

〇 自分で計画を立てる学習：単位制 

・スクーリング（面接指導）受講 

・レポート提出等 

〇 自他を大切にして将来を見通す学習 

・地域巡検・生活体験発表・集団研修 

・生徒会活動・ボランティア活動 

・健康講座・社会人基礎力講座 等 

 

◎ グラデュエーション・ポリシー（本校卒業時に身につけてほしい力） 

〇 確かな学力【知性】 進学先・社会でも学びを継続できる幅広い教養 

〇 ＤＡＶｉＮＣｈ Ｇｓ（ダヴィンチ・ゴールズ）【人間性】【心と体】 

Diversity （多様性）  多様な価値観・個性を尊重できる感性 

Accord    （主体性）  自ら進んで取り組む力 of one’s own accord（自発的） 

Vision    （先見性）  広い知識と視野を持ち、自己を見つめ、将来を見通す力 

Network   （協働性）  つながりを大切にし、他者と協働する力 

Challenge （挑戦）    失敗を恐れず、積極的に行動する力 

 



  

       

  

  

       

                   



  
 

         
   

                        
 

  
 

   
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 



  

 
  

 
 

 
   

 
 

  
 

   
   
   

 
        

             
 

  
  

 
 

 
  

 
  
 

   
   
   
   
   
   



 

     

     

  

   
 

   
   

  
   

 
 

 
 

    

   
    

   
   

 
 

    
 

 

 

 

    

   
   
   
   

    

   
   
   



 
 

  
 

  
  
  
  

 
  

 
  
  
  
  

 
  

 
  
  
  
  

 



島根県立津和野高等学校 スクールポリシー【令和８年度版】 
1. 学校教育目標：『世界で活躍する人を津和野町で育てる』 

スローガン：『「やってみたい」を「やってみる」、自分らしく、だれかのために』  

学校経営方針：『生徒そして地域の笑顔と幸せにつながる学校づくりを目指す』 

2. グラデュエーション・ポリシー（育てたい生徒像）  

『未来社会の創造に仲間と協働して主体的に挑戦しようとする人』  

育てたい５つの資質・能力 

基礎力 課題発見力 課題解決力 社会情緒的能力 キャリア探究性 

自他の心身の健康 

知識・技能 

情報活用能力 

知的好奇心 

共感力 

思考判断力 

創造力 

協働性 

多様性活用力 

表現力 

対話力 

発信力 

自他理解 

自己決定力 

粘り強さ 

3. カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施に関する方針）  

（１） 普通科（３年生）・未来共創科（１・２年生） 

教育課程においては、普通科の枠組みの中で教科学習・探究学習・情報活用・特別活動をバランスよく編

成し、未来社会を切り拓くために必要な資質・能力の育成を目指す。特に情報活用では、データ活用力と

デジタル技能を基盤となる能力として捉え、教科学習と探究学習の深化に応用していくことを目標とする。 

（２） ２年次からの３つのコース 

１年次は普通科の科目を共通の科目として設置する。２年次からは生徒一人ひとりの興味関心や進路目

標に合わせて３つのコースから選択できるようにする。普通科の枠組みの中で、各コースの目標に合わせ

た学校設定科目等の選択科目を設置する。就職と進学の幅広い進路実現のために多様な選択科目を設

け、教科の特性に合わせて習熟度指導及び少人数指導を実施し、きめ細かな学習支援を目指す。 

総合コース 探究コース 自然科学コース 

基礎から幅広く学び、実習を通

して教養を身につける 

「総合的な探究の時間」を手厚

くし、大学との連携による学術的

な探究学習を行う 

理系進学に対応するため少人

数できめ細かい指導をする 

（３） 教科学習  

  主体的で対話的で深い学びを目指す。 

  ＩＣＴ機器を活用し、教科学習に探究的な学びを取り入れることを目指す。 

（４） 探究学習 

  地域や大学の多様なひと・もの・ことを活用した「総合的な探究の時間」を実施する。 

  自分・他者・地域・世界を理解したり、経験により知識を再構成したり、仮説を立てて検証したりする力

を養い、多様な生徒一人ひとりの進路の選択や実現に資する活動を目指す。 

（５） 情報活用 

  「情報Ⅰ」や他の教科学習の中で、ICT 機器の活用技能や情報の検索・分析・活用力を育成する。 

  ２年次以降はコースの特性に合わせた学校設定科目を設置し、データ活用力やデジタル技能の育成

を目指す。 

（６） 特別活動等 

  津和野らしさのある学校行事・ホームルーム活動・生徒会活動を実施する。 

  部活動を含めた生徒の主体的な課外活動を支援し、生徒の成長に向けて伴走する。 

4. アドミッション・ポリシー（求める生徒像） 

(1)  学びを大切にし、学びに本気で向かう姿勢を持つ生徒  

(2)  自律心を持ち、自他を大切にする生徒  

(3)  社会との関わりに興味関心を持っている生徒  

(4)  向上心を持ち、成長しようとする生徒 

 



  
 
 

               
 

    
   

 
  

 
   
   

 
  

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 
  
  
  

 
  
  
  

 
  

 
 

 
 

 



           隠岐島前高校スクールポリシー 

真理に根ざし理想を掲げ、新しいことに自ら進んで挑戦する、健康で情操豊かな「グローカル人材」の育成 

グラデュエーション・ポリシー（Graduation Policy） 

①真理の探究に向け、協働的に粘り強く挑戦する 
→すぐに答えのでない課題に対しても、問いを立てながら粘り強く試行し、自他のよさや強み、

つながりを活用しながら協働的に互いの資質・能力を高め合うことができる 
②理想を追求し、自己を高め、地域社会に貢献する 

→よりよい未来の実現に向けて理想や目標を高く持ちながら、目の前のことを大切に積み重ねて

いくことができる。身の回りの近い存在に対して貢献することができる 
③進取の気象をもち、主体的、意欲的に行動する 

→目の前に立ち現れる事象を積極的に理解しようと当事者意識を持ち、またその事象を何とかし

ようと現場で自らが率先して手足を動かし、泥臭く行動する 
④心身ともに健康、情操豊かで、他人を思いやる 

→自分自身の心身の健康状態や情緒を理解し、他者を思いやった上での感情表現や人間関係の構

築ができる 
カリキュラム・ポリシー（Curriculum Policy） 

＜両学科共通の教育課程方針＞学ぶ喜びを感じながら、主体的・協働的・探究的・社会的に学びを

深める 
・生徒一人一人の習熟度に応じた指導内容や授業展開 
・到達目標（資質・能力等）を明示し、全ての生徒が基礎・基本を身に付ける 
・探究と教科が往還することによって相乗効果で資質・能力を育む 
・隠岐島前地域ならではの魅力や課題を教育資源として積極的に活用する 
・実社会や実生活における複雑な事象を対象に、 

気づく → 考える → 話し合う → 実践する(巻き込む) → 成功する/失敗する→     

振り返る → 気づく→ …   の探究サイクルを身に付ける 

・身に付けた資質・能力を自らがつなげて思考し、グローカルな場面で実践や行動に移す 

＜普通科（２年次以降）の教育課程方針＞基礎・基本の定着を図りながら、学習内容を自身の将来

や社会と結びつけて深く理解する 
・文系・理系それぞれの多様な進路希望に対応した教科・科目選択 
・総合的な探究の時間「夢探究」で、教科・科目で身に付けた資質・能力と探究の見方・考え方を

働かせ、社会との関わりを深めながら、自身のキャリアを構築することを目指す 

＜地域共創科（２年次以降）の教育課程方針＞教科学習と地域でのより実践的な学びを合わせ、自

身の持ち味を炸裂し、地域や地球に新しい風景を生み出す 
・毎週丸１日「共創 DAY」をとおして地域のリアルな現場での実践的・探究的な学び 
・教科・科目で身に付けた資質・能力を地域での実践的な学びと合わせ、未来共創の実践に活かす 

アドミッション・ポリシー（Admission Policy） 

①真理の探究に向け、協働的に粘り強く挑戦しようとする生徒 
→主体的に学習・課外活動に取り組む態度を有している 

多様な他者を価値ある存在として尊重することができる 
②理想を追求し、自己を高め、地域社会に貢献しようとする生徒 

→前向きな姿勢で未来に夢や希望を持っている 
地域に根付く文化や伝統に関心を持ち、尊重することができる 

③進取の気象をもち、主体的、意欲的に行動しようとする生徒 
→周囲を思いやりながら自主的に考え、自律的に判断し、誠実に実行することができる    

自らの人生や新しい社会を切り拓こうとする希望や意志を持っている 

④心身ともに健康、情操豊かで、他人を思いやろうとする生徒 
→自他の心身の健康に興味関心を持ち、他人を思いやることができる            

感性を豊かに働かせながら、思いや考えを基に表現することができる 
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